
鹿
児
島
黒
豚
の
品
質
保
証
の
仕
組
み

一 　
　
鹿
児
島
黒
豚
の
復
活

　・
　

現
在
で
こ
そ
銘
柄
豚
と
し
て
人
気
を
誇
る
鹿
児

島
県
の
黒
豚
に
も
、
苦
難
の
歴
史
が
あ
る
。
一
九

六
五
年
に
は
、
黒
豚
の
出
荷
頭
数
は
二
一
万
頭
を

数
え
、
県
内
の
出
荷
頭
数
の
八
〇
％
以
上
を
占
め

て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
六
八
年
に
豚
の
枝
肉
格

付
け
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
脂
肪
が
厚
く

な
り
や
す
い
黒
豚
の
評
価
は
下
が
り
、
生
産
頭
数

も
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
七
五
年
に
は
出
荷

頭
数
は
一
万
頭
程
度
ま
で
に
、
総
出
荷
頭
数
に
対

す
る
比
率
も
一
％
台
に
ま
で
低
下
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
の
努
力
と
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
に

よ
っ
て
生
産
頭
数
は
回
復
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
は

二
八
万
頭
弱
に
ま
で
増
え
、
総
出
荷
頭
数
に
対
す

る
比
率
も
一
四
％
弱
に
ま
で
に
回
復
し
て
い
る
。

二 　
　
品
質
保
証
の
仕
組
み

　・
　

こ
の
よ
う
な
生
産
回
復
の
背
景
に
は
、
品
質
保

証
へ
の
取
組
み
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
黒
豚
の
生

産
者
で
構
成
さ
れ
る
鹿
児
島
県
黒
豚
生
産
者
協
議

会
は
、
一
九
九
二
年
に
は
「
か
ご
し
ま
黒
豚
証
明

制
度
」
を
実
施
し
て
、
か
ご
し
ま
黒
豚
証
明
書
を

発
行
し
は
じ
め
た
。
証
明
書
に
は
、
生
産
者
名

（
生
産
者
グ
ル
ー
プ
）、
出
荷
年
月
日
、
証
明
者
番

号
が
記
入
さ
れ
、
県
内
で
生
産
・
肥
育
・
出
荷
し

た
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
純
粋
種
の
肉
豚
の
み
に
交
付
さ

れ
る
。
基
本
的
に
は
一
枚
の
証
明
書
が
半
丸
正
肉

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
に
添
付
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
協
議
会
は
、
一
九
九
六
年
に
「
ブ
ラ
ン

ド
産
地
指
定
基
準
」
を
定
め
て
、
そ
の
基
準
に
沿

っ
た
飼
養
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
普
及
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
努
力
が
実
を
結
び
、
二
〇
〇

〇
年
四
月
に
鹿
児
島
県
が
推
進
し
て
い
る
「
か
ご

し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

現
在
、
協
議
会
に
所
属
し
て
い
る
二
〇
系
列
の

う
ち
、
一
四
系
列
が
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
ブ
ラ

ン
ド
産
地
指
定
を
受
け
て
い
る
。
出
荷
頭
数
は
、

二
〇
〇
一
年
に
約
七
万
頭
で
、
こ
れ
は
黒
豚
の
総

出
荷
頭
数
三
二
万
七
千
頭
の
約
二
〇
％
に
、
協
議

会
の
総
出
荷
頭
数
二
〇
万
頭
の
三
五
％
に
相
当
す

る
。
ブ
ラ
ン
ド
を
取
得
し
て
い
な
い
残
り
六
系
列

は
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
、
す
で
に

自
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
独
自
の
販
売
ル
ー

ト
を
確
立
し
て
お
り
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
必
要

と
し
て
い
な
い
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
維
持
の
た
め
に
は
確
実

に
品
質
を
保
証
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
導
入
さ
れ
た
の
が

販
売
指
定
店
制
度
で
あ
る
。
指
定
店
の
条
件
と
し

て
、
証
明
書
の
回
収
と
一
定
数
量
の
販
売
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
販
売
量
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

一
、
〇
〇
〇
㎏
以
上
、
ス
ー
パ
ー
や
精
肉
店
で
二
、

〇
〇
〇
㎏ 
以
上
が
指
定
店
と
し
て
の
条
件
と
な
る
。

　

数
量
の
確
認
は
基
本
的
に
卸
（
各
系
列
）
に
ま

か
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
半
丸
正
肉
に
一
枚

添
付
さ
れ
る
証
明
書
の
回
収
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ

る
。
半
丸
正
肉
が
二
五
㎏ 
と
し
た
場
合
、
二
、
〇

〇
〇
㎏ 
を
扱
う
ス
ー
パ
ー
や
生
肉
店
は
年
間
証
明

書
八
〇
枚
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
部
分

肉
で
流
通
さ
れ
る
場
合
に
は
、
部
位
ご
と
の
取
引

記
録
を
も
と
に
、
小
売
の
購
入
数
量
が
枝
肉
数
量

に
達
し
た
時
点
で
、
卸
は
小
売
店
に
証
明
書
を
発

行
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
詳
細
に
つ
い
て

は
各
卸
（
系
列
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

三 　
　
小
括

　・
　

出
荷
頭
数
が
小
規
模
で
あ
る
場
合
は
、
閉
鎖
的

な
流
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
そ
の
中
に
お
い
て

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
生

産
者
と
流
通
業
者
、
小
売
業
者
間
の
信
頼
関
係
構

築
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。

　

鹿
児
島
黒
豚
に
つ
い
て
は
、
状
況
は
そ
れ
ほ
ど

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
当
初
は
そ
の
定
義
を
含
め
、

ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る
仕
組
み
は
ほ
と
ん
ど
存
在

せ
ず
、
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
生
産
が
回
復
し
た
以
降

に
生
産
・
流
通
体
系
が
構
築
さ
れ
た
。
し
か
も
生

産
を
拡
大
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
信
頼
関
係
維
持

に
か
か
る
コ
ス
ト
負
担
は
重
く
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
品
質
維
持
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
は
整
備
さ
れ
、
証
明
書
の
発
行
と

回
収
の
一
元
化
、
販
売
指
定
店
制
度
と
の
リ
ン
ク

の
徹
底
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
偽
物
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
反

省
か
ら
生
ま
れ
た
工
夫
で
あ
る
。

（
大
江
徹
男
）

―  １１  ―

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

調査と情報　第２００号 （２００３年１月）


